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本書は即席麺メーカーによる国際経営の歴史

を，経営史の視点から取り上げたものである。

即席麺そのものは小さな製品であり，自動車や

電機といった耐久消費財のような派手さはな

い。しかし，即席麺メーカーの国際展開の歴史

を辿ると，そこに日本企業が歩んだ国際経営の

縮図がみえてくる。

本書は 7つの章から構成されている。筆者の

川邉氏は歴史の全体像を描くにあたり，比較的

に所得が高く日系人が多い南北アメリカへの進

出（1970 年代〜），急速な経済発展を遂げる東

南アジアへの進出（1980 年代〜），改革開放に

よって経済発展を遂げた巨大市場・中国への進

出（1990 年代〜），そしてパスタ文化をもつ欧

州や麺文化がなかったインド，アフリカ，中近

東への進出といったように，時間の流れと地理

的な広がりを軸にして大まかに事象を分ける。

そして，日本即席麺メーカー 5社の国際展開が

いつ，どこに，なぜ，どのように行われたの

か。国際展開のなかでどのような問題に直面

し，それを克服したのか。進出先国・地域の市

場に入り込む際に，どのような障壁があったの

かを明らかにする。

歴史過程を説明するなかで，川邉氏は国際経

営論やマーケティング論に関する諸理論を分析

ツールとして用いる。そして，分析ツールに振

りまわされることなく個別事例の考察を試み，

新たな発見事実と問題点を浮かび上がらせる。

ここではその詳細については触れないが，イン

スタント化により国民食となった即席麺が（国

民食がインスタント化されたのではない），先

進国市場ならびに BOP 市場において，日本即

席麺メーカー各社によるそれぞれの国・地域の

経済発展段階に合せた多種多様な戦略によって

市場に浸透し，やがては世界食へと変貌を遂げ

る歴史過程は興味深い。また，本国市場の飽

和・成熟ならびに人口減少が各メーカーの国際

展開の動機になったという発見事実も重要であ

る。

一方で，川邉氏も課題のなかで示している

が，即席麺の先発企業であった日本即席麺メー

カーが，なぜ業界における世界的なリーダー企

業になりえなかったのかという点に読者の関心

が移ることになろう。日本企業の国際戦略に問

題があったのか。経営者のマインドに問題が

あったのか。日本的マネジメントに問題があっ

たのか。この疑問を明らかにするために，海外

企業と比較しながら経営的な意思決定の領域に

踏み込んだ研究をさらに進めていく必要がある

だろう。この研究を起点に，国際経営に関する

歴史・理論研究が深化することを期待したい。

国際経営に関心のある歴史家のみならず，理

論家ならびに実務家の方へも本書の一読をお勧

めしたい。

（やまうち まさと）
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